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令和２年７月１７日 

加美小学校だより 

発行 校長 梶並裕子 

１学期が終了いたしました。大規模改修工事、プレハブでの生活、そしてコロナ禍。前代未聞の事態が続く

中、マスクをつけ、消毒をし、給食も対面では食べれず、また、楽しみにしている水泳も中止となり、様々な

制約があるなか、子ども達は、本当に辛抱強くよく頑張りました。それどころか、たくましく成長している姿

が見られます。昨年から続けている月 1 回のブックトークでは、自分の読んだ本を友達に紹介し、そして互

いに質問し合ったりする様子に自信と成長を感じました。教室の授業を見て回っても、子ども達の発言力が

伸びてきているように感じます。それぞれの学年がそれぞれの課題に勇気をふるって果敢に挑戦した 1 学期

だったと思います。              

                     年度当初は、いつもよくしてくださるボランティアの方に

学校に来ていただくこともかないませんでしたが、6 月からは

地域のみなさんからも学ぶことができ始めました。ありがと

うございました。 

なかよくし 進んで学び やりとげる 
3 月に志村けんさんが、新型コロナウィルスのためお亡くなりになりました。 

わたしが小さいとき、「8 時だよ全員集合」は毎週欠かさず見ていました。その 

中のコントで行われるギャグやお笑いは、時に子どもの教育によくないと批判 

されていました。確かに他人の失敗を笑ったり、人を馬鹿にして笑ったりする 

内容は多かったと思います。家族いっしょにテレビを見て笑いながらも親は 

「あれはテレビ、本当は人の失敗を笑うものではないよ。」と釘をさしてくれました。 

最近すっかり外遊びが減り、高学年や中学生ではテレビすら見ない子ども達が増えています。ひとりでスマホの

動画を見ているのです。または SNS や携帯型ゲームに興じています。家庭では家族それぞれが好きなメディアを選

んで過ごしている光景も増えているようです。中には、子ども達との会話よりスマホに時間を費やしている大人も

いて、「だってお父さんスマホばかりいじっていて遊んでくれない」なんて声も聞こえてきます。 

 

家庭でも育む「学びに向かう力」と「人間性」 
～ 新型コロナ禍の夏休みの過ごし方～ 人とつながりー失敗を経験する 

 

そのせいかどうかはわかりませんが、長年の教師人生で最近感じるのは、子ども達が人間関係を築

く弱さです。小学生時代は、しっかり勉強をすることも大切ですが、しっかり遊ぶこともとても重要

です。遊びの中に大切な「学び」があるからです。けんかをした、仲違いをした、どうすれば仲直り

できるのか、小さい子にはどう接したらいいんだろう、年上とのつきあい方、自分の立ち位置、相手

の受け入れ方、自分との違い、仲閒に入り方、様々な学びが遊びの中にちりばめられています。 

かといっても、この夏は、たくさんの経験に制限がかかりそうです。友達と遊ぶことも減ることもあるかもしれ

ません。それでも子ども達にとって有意義な夏休みを過ごしてもらいたいと思います。 

遠くにいくこと、新しいものをみることだけが経験ではありません。身近な自然にもっともっと探究心をもって

関わること、家の中でも挑戦できることに取り組むこと、研究すること、なにかを作ること、時には、インターネ

ットの向こうに興味のあるなにかを見つけること、すばらしい人に出会うこと、家族といつもはできない話をする

こと、いっしょに星を見上げること。子ども達に普段はできない「学びに向かう扉」をぜひ用意してあげてくださ

い。そしてたくさんの失敗も経験させ、自信と強い心を持てるよう導いていただきたいと思います。 

 

 本校の大規模改修に伴い、運動場での開催が不可能なため、今年度の運動会は、中央総合運動公園の多目的

広場で行うことになっています。また、今年は新型コロナ感染予防対策のため、開催を昼食を含まない午前中

とし、またいつも来ていただいていたご来賓や地域の皆様へのご案内を取りやめ、観客を保護者・家族限定と

して行います。いつも学校を応援してくださっている方々に来ていただけないことが、本当にさみしく、一日

も早く終息することを願ってやみません。 

 このような状況ですが、子ども達の成長を感じていただける運動会にしていきたいと考えています。 

 地域に学ぶ 地域を感じる 

 保護者・地域の皆様へ 

加美小学校大規模改修の現在の様子について：内装工事が進み、教室に電気がともるようになりました。外の水場も 

新しく作り替えられ、新しい保健室の前にスロープもできました。順調に進んでいます。 

1年生に学校を案内する 2年生 

全校の前で、覚えた全県名と 

リコーダーを披露する 4年生  

しょうが作りを体験した５年生 

物産センターで調査活動をした 6年生 黒瀬ぶどう園で袋かけをさせていただいた 3年生 

本読みが上手になった 

１年生 


